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一
一
四

仏
頂
尊
と
仏
眼
に
関
す
る
問
題

-
そ

の
成

立
を
中

心
と

し
て
-

千

葉

照

観

仏
頂
尊
は
仏
母
と
し
て
の
仏
眼
と

一
双
を
な
す
も
の
と

さ

れ

て

い

る
。
ま
た
密
教
の
教
主
で
あ
る
釈
迦
や
大
日
に
も
仏
母
は
存

在

す

る

が
、
仏
頂
尊
と
仏
眼
の
よ
う
に
強
調
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
よ

う

で
あ

る
。
で
は
仏
頂
尊
を
説
く
密
教
の
中
で
、
な
ぜ
仏
頂
尊
は
特

に
仏
眼
を

必
要
と
し
結
び

つ
く
こ
と
に
な

っ
た
の
か
。
釈
迦
や
大
日
の
場
合
と
の

相
違
は
何
な
の
か
。
こ
の
よ
う
な
問
題
意
識
を
持
ち
つ
つ
、
仏
頂
尊
と

仏
眼
の
成
立
に
つ
い
て
、
更
に
は
仏
眼

の
役
割
や
効
験
等

に
つ
い
て
考

察
し
た
い
と
思
う
の
で
あ
る
。

第

一
に
、
仏
頂
尊

の
成
立
に
関
す
る
研
究
は
既

に
な
さ

れ

て

い

る

が
、

二
字
仏
頂
輪
王
の
ボ

ロ
ン
呪
に
つ
い
て
は
、
陀
羅
尼
集
経
巻

一
に

(1
)

は
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
巻

一
に

お
け

る

「金
輪
印
呪

」
「金
輪
仏
頂
」
の
解
釈
が
、
ボ

ロ
ン
と
の
関
連
上
特
に
問
題
と

な

る

よ
う
で
あ
る
。

ま
ず
陀
羅
尼
集
経
巻

一
の
一
字
仏
頂
法
呪
第
三
十
二
は
高
麗
蔵
に
も

「
已
上

元
本
寛
巳
下
二
印
呪
後
加
之
」
(T
1
8
・
7
9
2
c
)
の

細
注
が

あ
る

の
で
問
題
外
と
し
て
も
、
巻
五
の
毘
倶
知
菩
薩

阿
痢
茶
法
印
呪
に

「
一

字
仏
頂
功
徳
無
異
」
(同
蹴
a
)
と
あ
る
こ
と
よ
り
、
陀
羅
尼
集
経
中
に

一
字
仏
頂
が
説
か
れ
て
い
た
こ
と
は
確
実
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
そ

こ
で
改
め
て
陀
羅
尼
集
経
巻

一
の

「
金
輪
」

に
注
目
し
て
み
る
と
、
金

輪
仏
頂
像
法
で
は
、
最
初
に
そ
の
像
法
が
説

か
れ
、
次

に
観
世
音
菩
薩

が
世
尊

の
許
し
を
得
て
、
馬
頭
の
威
神
力
を
示
し
て

一
切
の
菩
薩
や
諸

の
天
神

の
神
呪
を
悉
く
滅
し
て
し
ま
う
。
そ

の
時
世
尊

は
、
仏
頂
三
昧

に
入

っ
て
帝
殊
難
施
菩
薩
を
現
わ
し
、
大
仏
頂
呪
と
小
仏
頂
呪
を
説
く

と
、
馬
頭
の
威
神
力
は
悉
ぐ
滅
し
て
し
ま

っ
た
。
そ
こ
で
観
世
音
菩
薩

は
世
尊

の
威
神
力
を
称
え
、
更
に
世
尊
帝
殊
曜
施
を
滅
す
る
こ
と
の
で

き
る
法
は
あ
る
か
と
問
う
。
す
る
と
世
尊

は
「
我
有
心
呪
名
日
金
輪
。
最

尊
為
極
更
無
過
者
。
惟
仏
与
仏
乃
能
知
之
。
是
呪
能
滅
帝
殊
曜
施
丼
呪
等

法
」
と
説
く

の
で
あ
る
。

つ
ま
り
金
輪
呪
を
最
勝
と
し
、
帝
殊
曜
施
印

呪
よ
り
も
高
く
見
て
お
り
、
両
者
は
別
個
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま

た
金
輪
呪
を
説
く
時

の
世
尊
は
金
輪
仏
頂
の
三
昧
に
入

つ
て
い
る
は
ず

仏
頂
尊
と
仏
眼
に
関
す
る
問
題

(千

葉
)
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で
、
「
惟
仏
与
仏
乃
能
知
之
」
と
あ
る
こ
と

や

「
仏
金
輪
印
呪
」
(同
窩

a
)
と

の
表
現
も
別
に
あ
る
こ
と
よ
り
、
金
輪
仏
頂
は

仏

と

考

え

ら

れ
、
対
す
る
帝
殊
曜
施
は
明
ら
か
に
菩
薩
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
金
輪
仏

頂
像
法

で
は
、
金
輪
仏
頂
仏
と
帝
殊
曜
施
菩
薩

の
二
体
が
説
か
れ
て
い

る
こ
と
に
な
る
。

一
方
、
真
言
の
面
よ
り
検
討
し
て
み
る
と
、
帝
殊
?

施
の
大
仏
頂
呪
と
は
、
巻

一
の
最
初
に
説
か
れ
る
釈
迦
仏
頂
身
印
第

一

と
考
え

ら
れ
、
帝
殊
曜
施
金
輪
印
呪
第
十
三
に
は
庵
一
浮
噌
那
に
鳴
餅
三

渉
詞
窒

(O
m
 b
h
r
u
m
 

h
u
m
 s
v
a
h
a
)
と

あ
り
、
帝
殊
羅
施
金
輪
仏
頂
心

法
印
呪
第
十
四
に
は
庵
併
一毘
藍
毘
藍
二鳴
餅
拓
三渉
詞
。

(O
m
 b
h
r
u
m

b
h
r
u
m
 

h
u
m
 p
h
a
t
 

sv
a
h
a
)
と
あ
り
、
び
げ
昌
輯

即
ち
ボ

ロ
ン
が
示
さ
れ

て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
よ
っ
て
陀
羅
尼
集
経
巻

一
に
お
い
て
、
金
輪
仏

頂
の
真
言
に
ボ

ロ
ン
が
用
い
ら
れ
、
巻
五
に
見
ら
れ
る

一
字
仏
頂

の
名

も
、
恐

ら
く
こ
の
金
輪
仏
頂
と
同
体
で
は
な
か
ろ
う
か
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
考
え
る
と
、
帝
殊
曜
施
金
輪
と
は
ど
の
よ
う
な
意
味
で
あ

る
の
か
が
問
題
と
な
る
が
、
本
質
的
に
は
巻

一
の
金
剛
地
印
法
に
お
け

(2
)

る
曼
茶
羅
中
の

「
釈
迦
金
輪
仏
」
と
同
じ
も
の
と
思
わ
れ
、
帝
殊
曜
施

の
三
昧

に
入

っ
た
釈
迦
の
金
輪
印
呪
と
理
解

で
き
る
の
で
は
な
か
ろ
う

か
。第

三
に
、
仏
眼
の
成
立
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
既
に
菩
提
流
支
訳
と

真
諦
訳

の
金
剛
般
若
波
羅
蜜
経
の
中
に
、
五
眼
の
一
つ
と
し
て
の
仏
眼

(B
u
d
d
h
a
 

c
a
k
s
u
s
)

が
見
ら
れ
、
「
我
以
仏
眼
観
」
等
の
表
現
を
以
て
法

華
経
、
無
量
寿
経
、
無
量
義
経
等

の
い
わ
ゆ
る
顕
教
経
典
中
に
散
説
さ

れ
、
密
教
経
典
中
に
も
広
く
用
い
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
大
品
般
若
経
巻

(
3
)

十
四
仏
母
品
に
説
か
れ
る
仏
母
の
思
想
、
あ
る
い
は
蘇
悉
地
経
や
蘇
婆

呼
童
子
経
に
顕
著

に
見
出
せ
る
明
妃

の
思
想
な
ど
も
、

こ
の
仏
眼
成
立

の
思
想
的
背
景
と
し
て
考
え
ら
れ
よ
う
。

と
こ
ろ
で
、
仏
眼
が
仏
頂
尊
と

一
双
を
な
す
の
は
菩
提
流
志
訳
が
初

出
と
言
え
る
が
、
そ
の
前

の
陀
羅
尼
集
経
に
注
目
し
た
い
と
思
う
。
即

ち
巻

一
に
釈
迦
仏
眼
印
呪
第
三
十
五
が
あ
り
、
巻
二
に
は

一
切
仏
眼
印

呪
第
九
亦
名
仏
母
印
と
あ
り
、
仏
眉
間
白
毫
相
印
呪
第
十
、

仏
牙
印
呪
第

十

一
の
次
に
、
又

一
切
仏
眼
印
呪
第
十
二
釈
迦
眠
印
同
と
あ

る
。
そ

の
細

注
は
翻
訳
当
初
の
も
の
か
否
か
不
明
で
あ
る
が
、

一
切
仏
眼
印
は
釈
迦

仏
眼
印
と
同
じ
く
、
ま
た
仏
母
印
と
も
名
づ
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
な

る
。
そ
れ
ら
の
真
言
は
菩
提
流
志
訳
以
後

の
仏
眼
呪
と
は
異
な
り
、
ま

た
そ
れ
ら
の
印
呪
の
前
後
に
仏
頂
尊
と
の
関
係
は
見
ら
れ
ず
、

仏
頂
尊

の
全
く
説
か
れ
て
い
な
い
巻
四
に
も

一
箇
所

(同
謝
a
)
説

か

れ

て
い

る
。
更
に
印
呪
の
功
徳
に
つ
い
て
も
眼
病
の
直
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
て

い
る
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
釈
迦
仏
眼
印
呪

に

「
作
仏
眼
印
。

調
前
大

呪
。
得
身
清
浄
眼
根
清
浄
。
若
至
誠
受
持
仏
眼
印
呪
。
亦
得
具
足
五
眼

清
浄
」
と
あ
り
、
前
大
呪
と
は
先
述
の
大
仏
頂
呪
に
同
じ
と
思
わ
れ
る

こ
と
よ
り
、
仏
眼
印
を
結
ん
で
仏
頂
心
呪
を
諦
す
と
、
身
清
浄
と
眼
根

清
浄
が
得
ら
れ
、
ま
た
仏
眼
印
呪
を
受
持
す
れ
ば
五
眼
清
浄
が
得
ら
れ

る
と
な
る
。
よ

っ
て
こ
こ
に
、
仏
頂
尊
と
仏
眼
と
の
直
接
的
関
係
を
見

る
こ
と
が
で
き
る
と
思
う
の
で
あ
る
。
ま
た
釈
迦
仏
眼
は
先

の
金
剛
地

仏
頂
尊
と
仏
眼

に
関
す

る
問
題

(千

葉
)
 

一
一
五
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仏
頂
尊
と
仏
眼
に
関
す
る
問
題

(千

葉
)
 

一
一
六

印
法
に
お
け
る
曼
茶
羅
中
の
一
尊
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と

に
も
注
意
す
べ
き
で
あ
り
、
更

に
金
剛
母
摩
慶
難
菩
薩
、
観
世
音
母
の

名
が
見
え
る
が
、

こ
れ
ら
は
蘇
悉
地
経
そ
し
て
都
部
陀
羅
尼
目
に
至
る

と
、
三
種
部
母
と
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
よ
り
、
五
眼
の
一
つ
と
し
て
の
仏
眼
が
密
教
化

さ
れ
て
尊
格
を
与
え
ら
れ
、
仏
頂
尊
と

一
双
を
な
す
仏
眼
菩
薩
と
し
て

形
成
さ
れ
る
に
至
る
過
渡
的
段
階

の
も
の
と
し
て
、
陀
羅
尼
集
経
の
釈

迦
仏
眼
を
考
え
た
い
と
思
う

の
で
あ
る
。

第
三
に
、
仏
眼
の
役
割
や
効
験
等
に
つ
い
て
、
菩
提
流
志
訳
の

一
字

仏
頂
輪
王
経
を
基
礎
資
料
と
し
て
検
討
し
た
い
。
ま
ず
巻

一
で
は
、

一

字
仏
頂
輪
王
の
呪
で
あ
る
ボ

ロ
ン
が
説
か
れ
、
世
尊
が
そ

の
大
威
徳
を

現
わ
す
と
、
そ
の
会
の
有
情
や

一
切
諸
大
菩
薩

・
弥
勒
等
も
瞻
仰
す
る

こ
と
が

で
き
ず
、
観
世
音
菩
薩
と
金
剛
密
跡
主
菩
薩
は
、
仏
の
威
神
力

の
た
め
に
忽
ち
の
内
に
地
に
倒
れ
て
し
ま

っ
た
。
そ
こ
で
世
尊
は
観
世

音
菩
薩
等
を
目
覚
め
さ
せ
る
た
め
に
、
威
身
を
隠
し
て
如
来
相
に
も
ど

り
、

一
釦
仏
眼
大
明
呪
母
を
説
く
と
、
観
世
音
菩
薩
等
は
目
覚
め
て
地

よ
り
立
ち
上
が

っ
た
と
あ
る
。
そ
し
て
仏
眼
大
明
母
呪
は

「
為
息
可
畏

難
調
伏
者
。
為
欲
成
就
出
世
世
間

一
切
仏
頂
大
輪
王
呪

一
切
事
位
滅
諸

諄
論
。
是
呪
乃
是

一
切
諸
仏
種
族
母
呪
。
復
是

一
切
諸
大
菩
薩
生
養
育

母
」
(T
1
9
・
2
2
7
a
)
と

あ
り
、
調
伏
や
仏
頂
輪
王
呪
を

成
就
さ
せ
よ
う

と
す
る
働
き
が
あ
り
、

一
切
諸
仏
種
族
母
呪
、

二
切
諸
大
菩
薩
生
養
育

母
と
あ

る
如
く
、

い
わ
ゆ
る
シ
ャ
ー
ク
テ
ィ
に
相
当
す
る
性
格
を
以
て

説
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
先
の
文
に
続

い
て
、

一
字
仏
頂
輪
王

呪
の
威
神
は
最
尊
最
特
で
あ
る
か
ら
十
地
の
菩
薩
も
怖
れ
る
の
で
、
こ

の
二
字
仏
頂
輪
王
呪
を
諦
す
る
時
に
は
、
先
ず
仏
眼
呪
を
諦
し
て
か
ら

輪
王
呪
を
諦
し
、
ま
た
仏
眼
呪
を
諦
す
れ
ば
安
隠
が
得
ら
れ
る
、
と
説

い
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
よ

っ
て
、
仏
頂
尊
に
な
ぜ
仏
眼
が
必

要
で
あ

っ
た
の
か
、
そ
し
て
両
者
が

一
双
を
な
す
に
至
る
理
由
や
、
仏

眼

の
基
本
的
役
割
や
性
格
等
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

更
に
仏
頂
尊
と
仏
眼
と
の
関
係
は
多
岐

に
わ
た
り
、
様

々
に
説
か
れ

て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
即
ち
巻
二
の
一
切
頂
輪

王
心
呪
で
は
護
身
法
と

し
て
、
「若
仏
種
族
呪
中
作
法
。
仏
眼
呪
上
。

是
五
頂
輪
呪
中

作

法
。

亦
仏
眼
呪
為
最
為
上
」
(同
2
3
4
b
)
と
あ
る
。
仏
部
に
は
仏
眼
と
す
る
考

え
方
は
こ
こ
を
初
出
と
し
、
三
種
部
母
の
形
成
上
注
意
す

べ

き

で
あ

る
。
同
じ
く
巻
二
の
呪
数
珠
呪
で
は
、
前
述

の
一
切
頂
輪
王
心
呪
を
加

え
て
も
成
就
し
な
い
場
合
に
は
、
仏
眼
呪
を
加

え
て
三
種
の
呪
を
平
等

に
諦
せ
と
あ
る
。

こ
の
場
合
の
仏
眼
呪
の
効
験

を
仏
頂
よ
り
高
く
見
る

説
も
あ
る
が
、
巻
三
の
如
来
眼
印
呪
之
十
六
で
は
、
如
来
眼
印
は

「
能

作
大
益
滅
諸
重
罪
。
成
進

一
字
頂
輪
王
呪
者
悉
地
…
…
若
人
調
持

一
字

頂
輪
王
呪
…
…
不

成
証
者
。

則
応
加
此
大
明
王
呪
。
斉
等
隻
諦
満
二
十

萬
遍
。
決
定
成
就

一
字
頂
輪
王
呪
最
上
悉

地
」
(同
2
4
1
c
-
2
4
2
a
)
と
あ

り
、
頂
輪
王
呪
が
成
証
し
な
け
れ
ば
、

こ
の
仏
眼
呪
を
加
え
て
等
し
く

双
べ
諦
す
と
、

一
字
頂
輪
王
呪

の
最
上
悉
地
を
決
定
成
就

す

る

と

あ

る
。
こ
の
よ
う
な
仏
頂
輪
王
呪
を
成
就
さ
せ
よ
う
と
す
る
仏
眼
の
役
割
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は
前
述
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
呪
数
珠
呪
の
場
合
も
仏
眼
呪
を
よ
り
高

く
見
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
と
思
う
の
で
あ
る
。
次
に
巻
四
で
は
結
界

法
に
お
い
て
、
推
砕
頂
輪
王
印
呪
や

一
切
頂
輪
王
心
印
呪
と
共
に
仏
眼

印
呪
が
説
か
れ
、
あ
る
い
は
灌
頂
に
お
い
て
、

一
字
頂
輪
王
呪
で
受
法

の
人
を
呪
し
、
仏
眼
呪
に
て
浄
白
練
を
呪
し
、
ま
た
布
悪
置
迦
火
壇
の

法
で
は

一
切
頂
輪
王
菩
薩
を
請
い
、
扇
底
迦
法
で
は
仏
眼
呪
を
調
す
と

あ
り
、
請
喚
発
遣
の
時
に
は
み
な

一
字
頂
輪
王
呪
や
仏
眼
呪
等
を
調
す

と
あ
る
。

以
上

の
よ
う
に
、
頂
輪
王
呪
の
最
上
悉
地
を
決
定
成
就
さ
せ
よ
う
と

す
る
こ
と
。
推
伏
、
滅
罪
に
よ
っ
て
得
る
安
楽
、
安
隠
、
そ
し
て
護
身

法
、
結
界
法
、
息
災
法
と
し
て
の
効
験
乃
至
役
割
や
性
格
は
、
後

の
仏

頂
尊
と
仏
眼
を
説
く
経
軌
の
基
本
に
な

っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

第
四

に
、
以
上
の
論
考
を
踏
ま
え
た
上
で
、
釈
迦
と
大
日
の
仏
母
と

の
相
違

に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。
ま
ず
胎
蔵
界
の
場
合
に
は
、
釈
迦
は

(4
)

釈
迦
院
に
お
い
て
能
寂
母
を
仏
母
と
し
、
大
日
は
遍
知
院
に
お
い
て
虚

(
5
)

空
眼
明
妃
を
仏
母
と
し
て
い
る
が
、
そ
の
仏
母
と
し
て
の
存
在
は
特
に

強
調
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。

こ
れ
は
胎
蔵
界
そ
の
も
の
が

母

の
胎
内
の
如
く
で
あ
り
、
阿
字
本
不
生
の
思
想
と
も
重
な
つ
て
、
胎

蔵
界
大

日
そ
の
も
の
が
根
源
で
あ
り
、
能
生
養
育

の
作
用
が
あ
る
た
め

と
考
え

ら
れ
る
。

一
方
、
金
剛
界

の
場
合

に
は
、
四
波
羅
蜜
菩
薩
が
生

(
6
)

成
養
育

の
母
と
さ
れ
る
が
、
基
本
的
に
根
源
と
し
て
の
金
剛
界
大
日
の

内
心
よ
り
三
十
七
尊
が
出
生
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
大
日
の
仏
母
は
無

い

よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
仏
頂
尊

の
場
合

に
は
、
釈
迦
や
大
日
が

仏
頂
三
昧
に
入

っ
て
、
そ
の
曼
茶
羅
や
威
神
力
等
を
説
き
明
か
し
た
の

(7
)

で
あ
り
、

一
切
仏
菩
薩
は
摂
入
さ
れ
て
お
り
、
能
生
の
根
源
と
は
な
り

得
な
い
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
仏
頂
尊
で
は
、

そ
の
威
神
力
を
強
調
す

る
こ
と
に
急
と
な
り
、
十
地
菩
薩
も
瞻
仰
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
と
し

た
時
に
、
そ
れ
ま
で
の
仏
母
や
明
妃

の
思
想
と
結
び
つ
き
、

一
双
の
も

の
と
し
て
展
開
す
る
こ
と
に
な

っ
た
と
考
え
る

の
で
あ
る
。

1

三
崎
良
周

『台
密
の
研
究
』
第
六
章
仏
頂
系
の
密
教

三

仏
頂
輪
王

に
つ
い
て

2

巻
十
二
の
普
集
会
壇
下
方
荘
厳
十
六
肘
図
の
中
に
も
釈
迦
金
輪
仏
頂
が

見
え
る
。
(T
1
8
・
8
9
5
a
)

3

大
日
経
義
釈
巻
四

(続
蔵
36
冊
3
1
2
右
下
)
疏
巻
五

(T
3
9
・
6
3
1
c
)
で

は
、
虚
空
眼
明
妃
に
つ
い
て

「仏
母
儀
如
般
若
経
仏
母
品
中
広
説
」
と
あ

る
。

4

大
日
経
巻
一

(T
1
8
・
7
b
-
c
)
と義
釈
巻
四

(同
棚
右
下
)
疏
巻

五

(
同
6
3
3
c
)
に
よ
る
。

5

大
日
経
巻
二

(同
1
5
b
)
と義
釈
巻
七

(
同
3
7
1
右
下
)
疏
巻
十

(同
6
8
5

a
)
と
注
3
に
よ
る
。

6

金
剛
頂
喩
伽
三
十
七
尊
出
生
義
に

「由
四
如
来
智
。
出
生
四
波
羅
蜜
菩

薩
焉
。
蓋
為
三
際

一
切
諸
聖
賢
生
成
養
育
之
母
」

(T
1
8
・
2
9
8
a
)
と

あ

る
。

7

一
字
仏
頂
輪
王
経
巻
一
に

「此
頂
輪
王
。
是
真

一
切
如
来
安
住
最
勝
三

摩
地
身
」
(T
1
9
・
2
2
7
b
)
と

あ
り
、
一
字
奇
特
仏
頂
経
に

「世
尊

入

一

切
最
勝
三
摩
地
王
…
一
切
如
来
入
一
切
三
摩
地
最
勝
三
摩
地
王
」
(同
2
8
7

a
)
「十
方

一
切
如
来
皆
入
頂
輪
王
真
言
」
(
同
3
0
5
c
)
と
あ
る
。

<
キ
ー
ワ
ー
ド
>

仏
頂
尊
、
仏
眼
、
仏
母

(大
正
大
学
綜
合
仏
教
研
究
所
員
)

仏
頂
尊
と
仏
眼

に
関
す

る
問
題

(千

葉
)
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一
七

-629-


